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１．はじめに  

 JR 渋谷駅第 3 回線路切換では,山手内回り線を東側

へ横移動及びこう上させるとともに,線路移動に合わ

せて山手内回りホームの拡幅・扛上をおこなった（図

-1）. 

 土木 3 工区のうち,図-2 に示す南工区に関して報告

する.山手ホームは第 5回線路切換時に車両の停止位

置を新宿方へ変更するため 7k008m 以南は将来的に撤

去する.そのため,今回拡幅したホームには仮設化した

箇所と本設化した箇所がある.仮設部は支保工を組み

立てる構造,本設部は縦桁を並べた上に横桁を設置す

る構造である. 

本稿は本設部における施工方法について,検討した

リスクとその対策について報告する. 

２．概要  

本工事は 10/22(金)の終電後から 10/25(月)の始発

前までの 52 時間にわたって行った.そのうち本設部に

おけるホーム拡幅の予定施工時間は 12 時間で,土曜の

日中に実施した. 

両側には通常運行する山手外回り線と埼京下り線が

並列しており,営業線に隣接する狭隘な環境下で施工

を行わなければならなかった.事前に資機材などを置

ける場所が少なく,必要重機台数を配備することが難

しいことから,人力による施工計画を選定した. 

本工事における最大の課題は,人力で施工及び資機

材搬出入をしなければならなかったことと,限られた

時間で工事を完遂させなければならなかったことであ

る.そのため,できるだけ当夜の負担を削減することが

必要不可欠であった. 

今回人力で本設桁を用いたホーム拡幅を行った箇所

は 7k008m～7k055m である（図-3）.縦桁 3連,横桁 11 連

を設置した.  

施工手順としては,まず事前に縦桁を 3 連仮置きし,

切換当日に山手内回り線を撤去したのち本設位置に移 

 

 

 

 

 

 

 

動させる. 

横桁については,揚重設備を組み立て,レール桁に吊

るしたチェーンブロックで横移動させることで設置し

ていく. 
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図-2 切換工事概要（南工区） 

図-3 本設部全体図 

縦桁：3連（S1,S2,S3） 
横桁：11 箇所（1箇所 3本） 
ホーム拡幅部：約 47m 
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図-1 切換工事概要（全体） 
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３．ホーム縦桁の事前施工  

縦桁は,最大規格が幅 0.6m,高さ 0.8m,長さ 10.5m,重

量 6.57t の箱桁である.そのため当日に人力施工にて

ホーム縦桁の運搬及び設置を行うことは困難であっ

た.そこで,現山手内回り線と計画山手内回り線の間に

あるスペースを活用し,仮置きした（図-4）.これによ

り,当夜は仮置き位置から本設位置へ横移動（最大横

移動量:743mm）させるだけとなった. 

横移動の際,50t パワージャッキを用いて縦桁をジャ

ッキアップさせることでチルタンクを取り付け,所定

の位置まで移動させた.  

 事前に試験施工を実施し,移動方法の確認と移動位

置の据付を行った.その際,移動方法の確認だけでな

く,本設位置に孔明けを行った.これにより,本設位置

に移設する際の当日作業が孔に合わせて移動させるの

みとなり,当夜の測量作業を簡略化した. 

４．揚重設備による横桁施工  

当日は重機を使用しないことから,ホーム横桁は人

力で設置しなければならない.しかし,横桁最大規格は

H-414×405×18×28,L=3000mm,W=700 ㎏であるため,直

接人力で運搬することは不可能であった. 

そこで,当日揚重設備を組み立て,1t チェーンブロッ

クで横桁を吊り上げることで横移動させた.（図-5）

なお,横桁は事前に計画山手線の軌道内に仮置きした. 

揚重設備の組み立て手順は以下のとおりである. 

まず,横桁設置位置の両側に四角支柱を立て,2 本の

支柱間に揚重設備レール受桁を設置する.次に横桁通

り位置に揚重設備レール桁を設置する.横桁設置時の

高さ調整のためのサンドル材を組み立てたのち,1t チ

ェーンブロックにて横桁を横移動させ,3 分割された横

桁を 1本ずつ添接した.横桁の設置完了後,揚重設備は

撤去する. 

揚重設備組立において,できるだけ当日の作業を削

減するために,建築限界外である計画山手内回り線上

の揚重設備は事前に組み立てた. 

また,事前に行った試験施工の結果から,揚重設備解

体時の吊り設備や角鋼管等の資機材を運搬するのに,

想定よりも多くの時間を要することが判明した.その

ため,サイクルタイムを超過する恐れがあった. 

 その対策として,横桁架設後,横桁上にローラーコン

ベアを設置して資機材を運搬した.（写真-1） 

 この結果,作業効率の向上につなげることができた. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上の対策により,予定の時間内に工事を完遂させ

ることができた. 

５．まとめ  

 試験施工や事前準備によってあらかじめ起こりうる

リスクを検討し,切換当日での工事の確実性を上げる

ことにより,営業線に隣接した狭隘な環境下での人力

施工を無事完了させることができた. 

 次の第 4回線路切換工事に向け,引き続き十分なリ

スクの検討を行うことで確実に工事を遂行したい. 

図-4 ホーム縦桁横移動 

写真-1 ローラーコンベア設置 
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図-5 揚重設備 
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